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サイバー空間（バーチャル）とフィジカル空間（現実世界）を高度に融合させたシステムにより、
経済発展と社会的課題の解決を両立する、人間中心の社会

CPS = サイバーとフィジカルが融合したシステム

Society5.0とは
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Society5.0にむけたアーキテクチャの必要性
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人とマシン
(AI・ロボット)が共存

人の判断を
データ・AIが代替

社会全体のアーキテクチャを設計し、
各者の取組を社会実装することが重要

各者バラバラの取組では
Scoiety5.0の実現は困難

• 人間中心であり、各個人が最適な体験を得られる
• 脱炭素や少子高齢化の時代にも対応が可能

UX=「コト」が中心

各者がアーキテクチャを
もとに自らの役割を遂行

社会全体のルール、システム、
技術、ビジネス等を

アーキテクチャとして設計
産業構造自体の

大きな変化に対応できない

多くのステークホルダー・
システム等が複雑に
関係し、連携できない

Society5.0の特徴
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Society5.0のアーキテクチャ設計のポイント
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＋ ＋

縦の連携

• データ流通やCPSの信頼性を確保し、
変化への対応を柔軟にするレイヤー構
造の設計

•官民、省庁それぞれで開発するのでは
なく共通のレイヤーを設けることで、社
会全体のコストを抑制

…

•各社が開発したサービスの相互運用
性を確保するために、モジュール化され
たサービスの連携を支援するアーキテ
クチャを定義し、サービス起ち上げの容
易性を向上する

• サービスが多様になることで、利用者に
は選択肢の多様性が提供される

横の連携

…

…

…

…

連携を実現するガバナンス

• サイバーとフィジカルの融合に際し技
術がもたらすリスクを管理した上で、
イノベーションのもたらす自由を最大
化するガバナンス

…
…

…

…
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Society5.0の実現に向けて社会実装を行う政府・民間からの依頼を受けて、グローバルな動向を踏まえな
がら、産学官の卓越したリーダーシップ・専門性を有する人材が一堂に会し、Society 5.0の実現に必要な
アーキテクチャを設計する。

DADC(デジタルアーキテクチャ・デザインセンター)の位置づけ
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2021年5月15日、改正情報処理促進法の施行日に創設

• 事業者
• 規制主体
• 有識者

• 企業
• 官公庁
• 教育機関

海外関係機関
連携

テーマに
合わせて参画

Society5.0

政府・民間が主体的に実現

政 府 民 間

社会的課題等 アーキテクチャ
設計等

DADCメンバー
として参加
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① 重要分野の
アーキテクチャ設計
【プロジェクト運営】

⑤海外動向
調査・連携

設計方針へ反映分野・プロジェクト間で
相互運用性確保

人材の供給

新規課題の
取り込み

DADCでは、産学官の叡智を結集してアーキテクチャを設計することを通じて、アーキテクチャ設計メソッドの開
発や人材の育成を行い、その知見を蓄積していく。また、民間企業などからの新規案件を受け入れるインキュ
ベーション活動やアーキテクチャ設計の際に参考にすべき海外動向の調査等も行っている。

DADCの５つの機能
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④アーキテクト
人材の育成・循環

③アーキテクチャ
設計メソッド開発

②新規案件受け入れ
【インキュベーションラボなど】
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• フィジカルとサイバーを融合させてSociety5.0を社会実装する際に、実世界での取引や行為をIT(デジタル)に置換してい
ると、システム連携のための連携労力が大きく、データ・スペースの実現は難しい。

• ヒト、モノ、空間等のデータ化における情報規格(ID・属性等)を統一する等して、インターネットのような仮想的な統合
データベースを設計し、データの入出力・参照を通じて実世界の取引や行為を制御するデジタルインフラを整備し、デー
タ・スペースを活用した社会全体のデジタル化を実現。

デジタルインフラのアーキテクチャ設計における基本コンセプト
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販売者

商品

契約

購買者

物流

請求

決済

製造

現状：
フィジカルをデジタルに置換

製造 契約・決済

制御システム

仮想的な統合データベース

登録・更新・参照システム

データ データ データ

･･･
フィジカル

サイバー

目指す将来像：
サイバーとフィジカルの高度な融合

物流

アセット アセット アセット ･･･

データ

データ

データ

データ

データ

データ

システム・データが
個別にデジタル化

システム数が
増大

データ商品

契約

物流

請求

決済

製造

フィ
ジ
カル
主
体
の
プ
ロセ
ス

データ

新しい機能の
追加が困難
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発
注
企
業

受発注、請求、決済の各段階において、紙や電話などのアナログな取引が残っていたり、デジタル化の取組が
個別独立して進行している。

①契約・決済分野の現状認識
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受
注
企
業

発
注
企
業

決済

ZEDI

受
注
企
業

発
注
企
業

受発注

請求

業界EDI

業界EDI

全銀システム

多様な書式・
方式への対応

手作業で
請求書を作成

多様な書式・
方式への対応

請求書を
手作業で処理

窓口やATMでの
支払依頼

不十分な情報量
に基づく消込作業 既存の個別のデジタル化の取組

多様なステークホルダー
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受発注、請求、決済といった取引業務をワンストップ化し、また、取引がデータ化され、リアルタイムで把握可
能となるよう、全体を俯瞰したアーキテクチャを設計する。

①契約・決済分野のアーキテクチャ設計の要点
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次期決済
システム

調達における
フォーマット統一

公共団体 金融機関
ファイナンス
高度化

契約から入金までの
期間短縮

資金移動コストの
低減

受
注
企
業

発
注
企
業

多頻度少量生産を
可能にするSCM

・・・

データドリブン
コンサルティング

データを活用した
新たなビジネス

クラウド
サービス

クラウド
サービス

• どのようなシステムも連携可能な
相互運用性の確保

• 事業者KYCなど必須となる追加機能と
その連携の仕組みの担保

• データ利活用を前提とした
接続性、拡張性を担保するガバナンス
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アーキテクチャに基づくシステムやサービスが実装されることにより、経理業務効率化など企業レベルでの生産
性向上と、取引のデータ化・リアルタイム把握による産業構造の変化が想定される。

①契約・決済分野におけるアーキテクチャ設計の期待効果
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標準対応した取引先の多様なソフトウェアと
連携が容易に一元化
受発注、請求、決済がワンストップ化

…

取引データをリアルタイムに把握することで
サプライチェーンの柔軟な見直しや迅速
な戦略組み替え、資金繰り改善を実現

領域ごとの実装主体や標準/ルール/機能/ベースレジストリの要件を
アーキテクチャとして整理し、各主体が実装

企業レベルでの生産性向上 取引のデータ化・リアルタイム把握により、競争力ある産業構造への変革

取引データを利活用した商流ファイナンスや
データドリブンコンサルティング、SCMサービ
スなど新たなビジネスの創出

取引データを利活用した新たなビジネス リアルタイムなデータに基づくサプライチェーン
の柔軟化、経営判断の迅速化

経理業務の効率化
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自律移動ロボットのうちドローンなどが、年間500万フライトを上回るなど活用されて社会的課題の解決
や産業の発展に繋がる将来ビジョンを具体化し、その実現に必要なシステム、技術、ルール等について、
そのアーキテクチャ（設計図）と工程表を包括的に検討していく。

②自律移動ロボット分野におけるアーキテクチャ設計
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目指す将来像

①空の標準的な利用方法の整理、ドローンとインフラがリアルタイムで交信し飛行に必要な②空間情報を
デジタルで提供する仕組み(次頁詳細)、③飛行支援システムのデータ連携方法の標準化等の検討を行う。

効率的に整備されたデジタルインフラからの指令・支援も受けることで、
多くのドローンが安全かつ効率的に自律飛行することで競争力ある
産業構造への変革を目指す。

現状
人間による操作・監視のもとで、個別のドローンが飛行している。
なお、予め設定した飛行ルートを自律的に飛行することも可能。
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• ３次元空間を立方体上に分割して、それぞれIDを振った空間IDという共通の基準を設けて、様々なデ
ジタル化した空間情報を重ね合わせて利用できるようにした上で、自律移動ロボット等が人手を介さずに
あらゆる空間情報を空間IDをもとに簡単に検索・取得できる仕組みを構築し、移動・配送やそのための
インフラ整備等の効率化を図る。

②自律移動ロボット分野等で活用する３次元空間情報基盤の構築
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建物情報 気象情報

飛行
不可

飛行不可飛行可空間IDという共通の基準を設けることで、重ね合わせが容易
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• DADCでは、政府からの依頼に基づき、契約決済や自律移動ロボットなどの重要な分野にお
けるアーキテクチャ設計を行い、その成果物は、社会実装へと繋がっていく。

• いずれも挑戦的な取組であり、産学官のリーダシップ・専門性に優れた人材が立場を超えて
活動・連携して共創することが重要である。すでに各種検討会への出席、専門委員、出向者
としての参画、インキュベーションラボへの応募、定期的な意見交換等を通じて、様々な企業・
学識者の皆様と共創している。

• 本メッセージをご覧の皆様におかれても、主体的にデジタルアーキテクチャ・デザインセンターで
の取組にご参画いただけることを期待している。

ご視聴の皆様へのDADCからのメッセージ
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お問い合せ先: dadc-info@ipa.go.jp

すでに実施した検討会
・契約・決済アーキテクチャ検討会：

https://www.ipa.go.jp/dadc/architecture/pj_contract-payment_news_20211013.html
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